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1. はじめに 
低温分野でいう「ウィルソンシール」はどうも真空分野のそれと異なるようである。では一体何か。 

なお引用部分について、「ウィルソン」「ウイルソン」の表記は原著に合わせ、下線は全て本稿で付した。 

2. 低温分野 
液体ヘリウム容器やクライオスタットはトランスファーチューブ、液面センサーなどの挿入口に「ウィル

ソンシール」[1]と呼ばれている封止機構を持つ例が多い。低温用語集[2]にはこうある。 

ウイルソンシール Wilson seal 

気密を要する箇所に外部から，回転及び，並進運動を導入する方式として，Ｏリングを用いたもので

ある。稜当たりのため，運動の摩擦が小さい。ｄ＝軸径，Ｄ＝リング軸径のときＤ＜ｄの関係がある。 

具体的には図 1のように、平行おねじのある本体、Ｏリング、押

さえ環、袋ナットで構成され、袋ナットの手締めでＯリングを圧縮

する。トランスファーチューブを繰り返し挿抜でき、また任意の位

置でシールできるのが特徴である。図 1以外に、本体端は平らにし

て押さえ環の方をＯリングの保持環(retaining ring)とするものや、

本体側をめねじにして穴あきボルトを挿す構成もある。 

3. 真空分野 
インターネットで「ウィルソンシール」を検索すると、低温の

Webサイトで上記のものが見つかるが[4]、それとは異なるものも散

見される[5]。また低温の専門書[6]には、なぜかウィルソンシールと

いうキーワードが見当たらない。これはどうしたことだろうか。 

真空の専門書[7]を開くと、軸の回転運動や直進運動を外部から真

空中へ導入する機構としてウィルソンシールが載っていた。しか

しそれは、どの専門書を見てもＯリングではなく、軸径より小さめ

の穴を空けたゴム板を円錐座に当てたものとなっている。そして

Ｏリング式の構造はゲージポート[8]に見られるのだが、ウィルソン

シールとは書かれていない。 

結局のところ、ウィルソンシールの原典[9]は、若き Robert Rathbun Wilsonが「A Vacuum-Tight Sliding Seal」

と題して発表したゴム板式で、Wilson Sealの命名はまだない。Wilsonは米国の物理学者で、サイクロトロン

に携わっていてこれを開発し、また後にフェルミ研を創設し初代所長を務めた人物でもある。 

4. Ｏリング式の呼称は? 
ゴム板式普及期の解説[10]に「ウイルソンと言う人が 15年ほど前にアメリカの技術雑誌にのせたのが、この

名のおこりでその後いろいろの変形が出来ましたが、今日では総称してウイルソン・シールとよんでいる様

です」とある。変形例に論及ないのが残念だが、別の古い専門書[11]に「ウイルソンシールの変形で…の Oリ

 
図1 低温的「ウィルソンシール」の例[3] 

図 2 本来のウィルソンシール[9] 



ングシール」とあるのも見つかった。とすれば、Ｏリング式はウィルソンシールの一種として特定領域で呼

称が広まり、やがて元のゴム板式は忘れられたのかもしれない。一方、「Wilson Seal」ではＯリング式が見つ

からず、また米国では通じなかったという話も聞く。国内においても、低温分野と真空分野で指すものが違

っては混乱するだろう。では何と呼ぶべきか。特に決まった呼称はないようだ。 

前記ゲージポートは真空測定子の取り付けという用途による呼称であり、Ｏリング式の機構を指すもので

はない。低温機器のカタログやマニュアル類には Transfer Line Fittings、entry fitting、access port等とあるが、

これらも用途である。Ｏリングシール、O-ring seal、O-ring-fittingも見かけるが、Ｏリングシールには様々な

構造があり、単にＯリングシールだと他と区別がつかない。 

海外の商品名では、我々の入手しやすい Swagelokが Ultra-Torr、また CryofabやMVE、ICの容器附属で馴

染みのあるGoddardがQuikonnect Vacuum Couplingsである。他にもQuick Coupling Compression Port (Ideal Vac)、

Quick Connect Couplings (KJLC)、Quick Disconnects (ANCORP)、Quick-Disconnect (MDC)、Compression Fitting 

(Edwards)、Vacuum Coupling (JTC)など、quick系、vacuum系、compression系、それらの混成系が見られる。 

ちなみに似た機構の水道資材 MC ユニオン[12]は、発売当初の社名(Mikuni Celluloid)による商標で、機能か

らは伸縮継手などと呼ばれている。また化学実験器具には用途名で温度計アダプターというものがある。 

5. 提案とまとめ 
• Janisは ANCORPの Quick Disconnectを別名 O-ring Compression Sealといって紹介している[13]。日本語で

は少し縮めてＯリング・コンプ・シールくらいでどうだろう。コンプ・シールと呼び慣らしてもいい。 

• Cryothermの容器マニュアルには squeezing screw connection sealとあった。説明的で少々長い。やはり名

前がなくて困っているのだろうか?  connectionを省いて Squeezing Screw Seal、略して SSSなら面白い。 

• 前記の用途名 Entry Fitting も、Ｏリング式をそう命名するなら悪くない気がする。略称 EF もよかろう。 

• Ｏリング式ウィルソンシール、または単にウィルソンシールで押し通し、普及に努める。 

以上の 4案に定着しそうなものはあるだろうか。また、他にもっとよい呼称があればご紹介いただきたい。 
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